
                                

                         

                                                

 

 

「大人イブ」にふさわしい行動を 

 

９月末に関西方面４泊５日の見学旅行を行いました。 

 出発前に来年度中に18歳成人となる２年次生には、「大人イブの齢としてふさわしい行動をとるように」と伝えまし

た。大きなトラブルもなく帰着できたのは生徒が自覚して行動してくれたからだと受け止めています。 

 見学旅行のしおりの巻頭言には、稚内と異なる文化を理解し、受け止めることで新しい文化をつくることのできる人に

成長して欲しいと記載していましたが、奇しくも薬師寺での法話でも同様のことを話されていました。 

 生徒も当地で人気のチーズケーキを購入し、ホテルで仲間と食べたり、関西風のおだしになっているカップうどん・そ

ばをお土産にしたりと、普段と違う文化を堪能できたのではないでしょうか。（私がホテルに併設されていたコンビニエ

ンスストアに行ったときにはカップうどんは売り切れていました。） 

 帰着して解団式を行いました。私からは「大人イブ」から「大人」になるための最終ミッションとして、「指示されなくて

も行動できる人になろう」と呼びかけました。社会に出ると、指示されたことはやって当たり前。評価は±０にしかなりませ

ん。指示されていなくても、先を見通して行動することで始めて＋の評価が得られます。ただの大人ではなく、稚高生に

は社会で愛される「よい大人」になって欲しいからです。 

 そのトレーニングは、学習や資格取得でも磨くことができます。例えば、英語の定期考査での試験範囲がLesson７だ

からと試験範囲の英単語を覚えることに終始するのではなく、高校での必須英単語は決まっていますから、それをすべ

て覚えておくなどの先を見通した行動をすることで、未来を明るくすることができます。 

 ぜひ、他年次生も「言われたからやる」を脱却し、「言われなくてもやっておく」を意識して行動してもらえると嬉しい

です。 

１０月の校長室から 

 
２年次 見学旅行  ９月２４日（日）～２８日（木） 

  稚内に戻ってきた時には、疲れの中にも

満足そうな表情が見られました。初めて飛

行機に乗った人、道外を旅するのは初めて

の人、色々な生徒がいました。友達と楽し

い旅の一時、よい思い出になりました。 
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校長   矢橋 佳之 



体育祭  ８月１８日（金）、２１日（月）   

  今年度の体育祭は雨天のため、１日実施日をずらした日程

になりました。体育祭当日は、天気にも恵まれ白熱した体育祭

になりました。競技は体育館で女子バスケットボール、記念館

で男女混合ソフトバレー、グラウンドでは男子サッカー、女子

サッカー、男子ソフトボールが実施されました。また、体育祭の

最後には部活動対抗リレーが行われ、大いに盛り上がりまし

た。 

生徒会役員立会演説会   

 ９月13日（水）に体育館にて生徒会役員立会演

説会を実施しました。以前は放送にて実施していま

したが、久しぶりに体育館にて、全校生徒が揃った

状態での演説会でした。立候補者は稚内高校をよ

り良くするために、生徒の代表として活躍してくれる

でしょう。これから頑張ってください！ 

●会  長  ２Ｃ 村 上さん 

●副会長  ２Ｂ 渡 辺 さん 

          １Ｃ 三 浦 さん 

●書  記  ２Ｂ 栁 橋 さん 

          １Ｃ 金 谷 さん 

●会  計  １Ａ 吉 川 さん 

 

 

 

 

 

衛生看護科 戴帽式 

 ９月８日（金）本校体育館に於いて、戴帽式が行わ

れました。１、２年次生も参加し３年次をお祝いしました。 

 式は厳かな雰囲気で、緊張感をもって執り行われまし

た。一人一人登壇し、校長から女子生徒はナースキャッ

プを、男子生徒はコサージュを胸に授与されました。 

 キャンドルサービスではナイチンゲール像から受けた

灯を掲げながら、ナイチンゲール誓詞を高らかに唱え、

看護学生として学ぶ決意を新たにしました。また、戴帽

生の代表として３E青山さんが、支えてくれた人たちへ

の感謝と、これからの決意を述べ、これから始まる実習

への思いを胸に、式も滞りなく終えることができました。 

行事や通信等を公開しておりますので、是非ご覧ください。 

北海道稚内高等学校ホームページ 

http://www.chikou.hokkaido-c.ed.jp 


